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特記仕様書（共通事項） 

共01．工期設定について 

工期：令和7年5月12日から令和8年2月5日まで（冬期日数97日） 

なお、本工事の工期には、施工に必要な実日数（実働日数）以外に下記の事項を見込んでいる。 

① 準備期間 30日間 

② 後片付け期間 20日間 

③ 雨休率

（実働日数に休日と悪天候により作業ができない日数を見込むための係数）
0.7 

④ 地元調整等による工事不可期間

（令和  年  月 日から令和 年 月 日まで） 
なし 

共02．中間技術検査について 

中間技術検査の実施の有無及び実施の場合の詳細については、工事監督員の指示によるものとする。 

共03．工事安全管理現場委員会について 

１）本工事の施工に当たり、安全管理を図る目的で発注者と受注者が相互に協力し、工事安全管理現

場委員会（以下「現場委員会」という。）を設置するものとする。また、施工計画書には別記「現場

委員会設置例」を参考に「工事安全管理現場委員会組織図」を添付すること。 

２）現場委員会における必須事項は次のとおりとする。 

ⅰ）工事着手時に施工計画書に基づき、工事の安全管理について協議を行う。 

ⅱ）工事着手時は特に次の事項に留意して工事の安全対策を行う。 

ａ）工事現場内の整理、整頓に関する確認 

ｂ）作業従事者及び使用機器類の保安の確認 

ｃ）工事現場周辺の歩行者の安全対策及び仮設通路の確保 

ｄ）工事現場内外に搬出する車両等による災害防止対策 

ｅ）土砂等の崩壊事故の防止対策 

ｆ）仮設構造物の安全確認 

ｇ）地下埋設物の確認及び事故防止対策 

ｈ）架空線又は高圧線の保全の確認 

ｉ）緊急事態発生時の体制と対策 

ⅲ）工事期間中において、上記の事項について安全対策を実施し、その評価を適宜行う。 

ⅳ）安全パトロールにおいて、「改善」と評価された場合は、改善策についての会議を行う。その

他の評価工事についても、さらなる安全の確保のため、会議を適宜行う。 

ⅴ）その他の必要事項については、それぞれの現場で検討する。 

共04．工事看板等の保守について 

本工事の施工に当たり設置した工事看板等については、泥はね等の汚損や着雪などにより視認性が

低下しないよう、適切に保守点検を行うこと。 

共05．札幌市生活環境の確保に関する条例について 

本工事において、下記に該当する作業を行う場合は『札幌市生活環境の確保に関する条例』（以下

「条例」という。）に基づく規制や手続きが適用されるので留意すること。 

１）工事現場の土場において、次の作業を3か月以上行う場合は、指定作業として条例第68条によ

り敷地境界における騒音の基準が適用されるため、本工事において土場を使用する場合は、近隣

誤
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特記仕様書（共通事項） 

共01．工期設定について 

工期：令和7年5月19日から令和8年2月5日まで（冬期日数97日） 

なお、本工事の工期には、施工に必要な実日数（実働日数）以外に下記の事項を見込んでいる。 

① 準備期間 30日間 

② 後片付け期間 20日間 

③ 雨休率

（実働日数に休日と悪天候により作業ができない日数を見込むための係数）
0.7 

④ 地元調整等による工事不可期間

（令和  年  月 日から令和 年 月 日まで） 
なし 

共02．中間技術検査について 

中間技術検査の実施の有無及び実施の場合の詳細については、工事監督員の指示によるものとする。 

共03．工事安全管理現場委員会について 

１）本工事の施工に当たり、安全管理を図る目的で発注者と受注者が相互に協力し、工事安全管理現

場委員会（以下「現場委員会」という。）を設置するものとする。また、施工計画書には別記「現場

委員会設置例」を参考に「工事安全管理現場委員会組織図」を添付すること。 

２）現場委員会における必須事項は次のとおりとする。 

ⅰ）工事着手時に施工計画書に基づき、工事の安全管理について協議を行う。 

ⅱ）工事着手時は特に次の事項に留意して工事の安全対策を行う。 

ａ）工事現場内の整理、整頓に関する確認 

ｂ）作業従事者及び使用機器類の保安の確認 

ｃ）工事現場周辺の歩行者の安全対策及び仮設通路の確保 

ｄ）工事現場内外に搬出する車両等による災害防止対策 

ｅ）土砂等の崩壊事故の防止対策 

ｆ）仮設構造物の安全確認 

ｇ）地下埋設物の確認及び事故防止対策 

ｈ）架空線又は高圧線の保全の確認 

ｉ）緊急事態発生時の体制と対策 

ⅲ）工事期間中において、上記の事項について安全対策を実施し、その評価を適宜行う。 

ⅳ）安全パトロールにおいて、「改善」と評価された場合は、改善策についての会議を行う。その

他の評価工事についても、さらなる安全の確保のため、会議を適宜行う。 

ⅴ）その他の必要事項については、それぞれの現場で検討する。 

共04．工事看板等の保守について 

本工事の施工に当たり設置した工事看板等については、泥はね等の汚損や着雪などにより視認性が

低下しないよう、適切に保守点検を行うこと。 

共05．札幌市生活環境の確保に関する条例について 

本工事において、下記に該当する作業を行う場合は『札幌市生活環境の確保に関する条例』（以下

「条例」という。）に基づく規制や手続きが適用されるので留意すること。 

１）工事現場の土場において、次の作業を3か月以上行う場合は、指定作業として条例第68条によ

り敷地境界における騒音の基準が適用されるため、本工事において土場を使用する場合は、近隣

正
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